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 静岡県二俣町（現・浜松市）で 1950年１月、一家４人が殺

害される事件が起きました。通称「二俣事件」です。発生から

約１月半後、近くに住む当時 18歳の少年が別件逮捕され、強

盗殺人罪で起訴されました。１審、２審で死刑判決を言い渡さ

れたものの、最高裁が原審を破棄。差し戻し後の地裁・高裁と

も無罪判決を言い渡し、元少年の無罪が確定しました。だが、心の傷は消えません。

履歴書に書けない８年近くの空白期間があり、正社員の勤め口はなかなか見つからず、縁者の葬儀に出

向けば「帰れ」と罵倒されました。無念のうちに生涯を終えたといいます。元少年の妻、非人道的な取

り調べを法廷で告発し「妄想性痴呆症」として警察を追われた刑事の娘、さらに被害者の遺族への取材

から、半世紀以上たっても癒えぬ冤罪という罪を描きます。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 将来の財政のあり方を検討する自民党の小委員会が提言した「健康ゴール免許」構想が

波紋を広げています。健康維持にきちんと取り組んできた人が病気になった場合、医療費

の自己負担を軽くする――との内容。生活習慣病やがん、認知症は気をつければ予防や進

行の抑制が可能という考え方に基づいていますが、患者団体や識者からは「あまりに乱暴

な論理」「社会の分断を招く」と批判の声が噴出しています。論争の背景に迫りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国立がん研究センターは、がんと診断される患者数が 2016年に初めて年 100

万人を突破すると予測しています。主な理由は高齢者人口の増加です。また肺

がんや前立腺がんなど高齢者に多いがん患者の約３割に認知機能障害があると

されます。高齢者の体力や健康状態は個人差が大きく、治療の選択肢は他世代

より多様なため、医療現場は治療選択の難しさに直面しています。 

 2006年に成立したがん対策基本法は、全国どこでも同じレベルの医療を受け

られる環境整備を目指して作られました。一般的ながん医療はほぼ受けられるようになりましたが、今、

がん患者一人ひとりにとっての最良の選択、最良の医療が問われています。がん大国白書第４部は、が

ん患者の最良の選択を探る現場を歩きます。 

 

 

 

二俣事件 消えぬ冤罪の記憶     27日（日） 

がん大国白書 

第４部「最良の選択求めて」 

医療・福祉面 29日朝刊から連載開始  

病気になるのも自己責任？ 

「健康ゴールド免許」の危うさ 

夕刊特集ワイド 28日（月） 



 

 

 

 

 12月１日から衣類の洗濯表示が変わります。ドラム式洗濯乾燥機による「タンブル乾

燥」や、色柄物の漂白に適した「酸素系漂白剤」などのマークが追加され、22種類だっ

た洗濯記号が 41種類に増えます。適温表示も従来より細かく設定されます。国内外の

記号が統一されることで、海外で購入した衣類の取り扱いが分かりやすくなるメリット

も期待されています。 

 

 

 

 社内結婚が多い企業は働きやすい？ 会社で知り合い結婚するカップルを応援する

企業が出てきました。社内合コンや社内結婚手当が、社内のコミュニケーション活発

化や離職率低下につながっているそうです。専門家は「働きやすい環境になれば社員

の定着率が良くなる。社内結婚を支援する企業は女性社員の定着を図っているのでは」

と分析しています。 

 

 

 

 読者投稿欄「女の気持ち」の筆者を記者が訪ねる人気コーナー。今回は、父を亡くし

た東京都世田谷区の女性宅を野沢和弘記者が訪ねます。遺影に使える写真がなく、やっ

と見つかったのは、母と一緒に初孫を見に行った帰りに公園で仲むつまじく寄り添って

いる 60代の父だったそうです。「昭和１桁生まれ」の男性の 87年の生涯を、記者とと

もに振り返ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 「体も心もズタズタ」。広告代理店最大手の電通の新入社員だった女性はそんなメッセージ

を残して自ら命を絶ちました。政府が長時間労働の改革に取り組んでいるさなかでの過労自

殺だけに、社会に大きな波紋が広がっています。しかし、これは一企業だけの問題ではあり

ません。日本の＜働くシステム＞が問われています。立場の異なる専門家の論に耳を傾けま

した。 

時代が見える――。オピニオン面にご期待ください。 

 

 

 

 糖尿病患者とその予備軍が約 2000万人といるとされます。患者増加の背景には脂肪のと

りすぎと運動不足による肥満があります。また加齢に伴い、筋肉量の減る「サルコペニア」

も起こります。両者が重なった「サルコペニア肥満」の対策が糖尿病予防には重要です。食

事と運動に関する最近のトピックについて門脇孝・東大教授に聞きました。 

 

 

洗濯表示変更    くらしナビＡ面 12月１日（木） 

企業が社内結婚を推奨  くらしナビＡ面 12月３日（土） 

女の気持ちをたずねて              28日（月） 

電通ショック！  

何が[新人社員]を死に追い込んだのか 

オピニオン面 [論点]12月２日（金） 

糖尿病予防「サルコペニア肥満」 医療・福祉面 12月４日（日） 


